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研究成果の概要（和文）：本研究では、オフィスにおける感性価値が経営面、活動面に及ぼす影響について研究した。
具体的には、①オフィスに求める場所選択の多様性及び選択要因、②デザインが組織戦略の浸透に及ぼす影響、③役立
たないコミュニケーションの価値、④集団凝集力とオフィス環境との関係、⑤特別感と働きたいの関係、⑥コワーキン
グスペースの環境要件、⑦組織横断型ワークスタイルに求められる環境因子、⑧フューチャーセッションに適した環境
印象調査、を通して、多面的な知見を得た。

研究成果の概要（英文）：This study found out the multifaceted effects of value of space affection in workp
lace on organization management and work activities through research of 1) Diversity and selection factors
 of selectable spaces in the office, 2) Effects of spatial design on organizational strategy promotion, 3)
 Roles of communication of useless contents in workplace, 4) Relationship between office environment and g
roup cohesion of workgroup, 5) Relationship between inspired workplace and feeling of premium, 6) Spatial 
requirements of co-working space, 7) Spatial requirements for cross-organizational workstyle, 8) Suitable 
spatial feelings for future session.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
『沢山の人が人生の多くの時間を過ごす

オフィスにおいて、美しさや（情動的）、気
持ちよさ、面白さといった感性的な価値が置
き去りにされてはいないか』が本研究の発端
となる疑問である。 

長らくオフィスは事務処理工場と称され、
様々な点で効率性のみが追い求められる傾
向にあったが、近年の工業化社会（＝どのよ
うに効率的につくるかの時代）から知識情報
化社会（＝何に価値があるかから考える時
代）へのシフトを主な背景として、オフィス
に求められる価値が変容している。 

しかし、建築のポテンシャルとして元来か
ら広く認められる感性的な価値は、住宅や商
業施設、公共施設などの建築タイプに比べて、
軽視されがちな現実がある。多くの場合は、
単に「立派な外観」、「高印象の来訪者空間」
といった極めて表層的なブランディング効
果が“なんとなく”認識されている程度であ
る。特に、知識創造活動に対する寄与につい
て言及されることは殆どない。 
 
２．研究の目的 

本研究では、生活空間・経営資源としての
オフィスにおける感性に関わる価値の重要
性と空間デザイン面からの作用メカニズム
を明らかにする。さらに、感性的な価値が「創
造性の向上（＝現在のオフィスの大命題）」
に対して、どのように寄与しうるかを探求し、
コミュニケーション、人材確保、ブランディ
ング、組織文化、モチベーションといった経
営面／活動面への具体的な効果を示す。 
 
３．研究の方法 

本研究では、実際のオフィス及び、仮想的
な実験オフィスを対象として調査を行う。手
法としては、インタビュー調査や実地観察を
もとに仮説を導出した上で、マーケティング
分野で用いられる統計的手法、認知科学や評
価工学の分野で用いられる工学的な手法（視
線分析など）、建築計画学で醸成されてきた
観察調査を組み合わせることで、多面的なア
プローチを試みる。より具体的には、写真面
接、写真を用いた各種調査票調査、印象評価
実験、参与観察、行動観察、逐次アンケート
調査、行動センシング、日誌記録調査、アイ
マークレコード等により、データを収集し多
角的に分析する方法を取る。 
 
４．研究成果 
本研究の成果の概要をまとめると、以下

(1)～(9)になる。 
 

(1) オフィスに求める場所選択の多様性及
び選択要因 

ワーカーがオフィスに求める場所選択の
多様性及び選択要因を把握するために、写真
撮影と短い文章で印象を記述する調査票調
査を実施し、どのような際にどのような空間

が求められているかの基礎的な実態を把握
した。用途（機能）のみではなく、空間の印
象の多様性への要求を確認した。特にデザイ
ンや企画の業務においては多様な印象の空
間が必要であることが分かった（図 1）。 
 

 
図 1 業務内容別用途の選択数と写真選択数 

 
(2) 経営資源としてのオフィスの役割整理

とデザインが組織戦略の浸透に及ぼす
影響調査 

経営者と企業のファシリティマネージャ
へインタビュー調査を実施し、グラウンデッ
ド・セオリーアプローチによりを経営資源と 
してのオフィスの役割についての現状認識
を整理した。この調査から、組織戦略の浸透
にオフィスの意匠が寄与するという仮説を
導出した。次に、行動観察、逐次アンケート
調査、及び赤外線センサーを用いた行動モニ
タリング（図 2）による実験を行い、空間デ
ザインが組織戦略の浸透に及ぼす影響を明
らかにした。例えば、組織的戦略の中でも人
材育成戦略の浸透に資すると考えられる行
動に関して、空間の意匠が、無意識的な影響
を与えることが確認された。 
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図 2 赤外線センターによる行動モニタリング 

 
(3)役立たないコミュニケーションの価値調査 

オフィスにおける「役に立たないコミュニ
ケーション（≒雑談）」の価値を把握するた
めの観察実験及び逐次調査票調査を実施し、
創造業務におけるコミュニケーションの多
面的な価値を確認した。例えば、実験におい
て半分弱（回数）を占めた業務に直接役立た
ないコミュニケーションの「やる気」への良



影響を確認している（表 1）。 

 
表 1 役立ち・やる気・感情の相関係数 

 
 
(4)集団凝集力とオフィス環境との関係 

オフィス環境及び環境により誘発される
行動と集団凝集力（組織力を測る一指標）と
の関係を把握するためのアンケート調査と
コミュニケーション観察調査を実施した。 
 他部署エリアにいるワーカーも含めて自
席から状況が把握しやすい見通しの良いオ
フィスが集団凝集力を高めうる可能性が示
唆された。 
 

表 2 GEQ 尺度得点と環境の相関（抜粋） 

 
 
(5)特別感と働きたいの関係調査 

オフィスにおける経営的な価値指標とし
て「働きたい」と感じること（ワーカーのや
る気やリクルーティングに寄与）、感性的な 
価値指標として「特別感（プレミア感）」を
取り上げ、その関係を探る研究を行った。ま
ず、言語評価として、写真面接調査法の一つ 

である評価グリッド法を用いて、働きたいオ

フィスと特別感を感じるオフィスそれぞれ

の評価構造を把握した上で、その共通点を探

った。例えば、「オフィスらしくなさ」が特

別感に、「場所の選択性」が働きたいに繋が

り、「遊び心」が両者を結ぶキーファクタに

なる可能性を明らかにした。また、機能性に

加え「美しい」「オシャレ」という感性項目

が働きたい感情に寄与し、それらは「創造的

な仕事への意欲（上位概念）」へと繋がるこ

とが分かった。 

さらに、非言語評価としてモニタ上の写真

をもとにした自由発話とアイマークレコー

ダを用いた注視点分析（図 3）を行った結果、

「働きたい」と「特別感」ともにインテリア、

家具との関係が深い可能性を明らかにした。 

 

 
図 3 発話調査におけるアイマークレコード例 

 
(6) コワーキングスペースの環境要件 
新たなワークプレイスとして注目されつ

つあるコワーキングスペース（個人事業者
やフリーランサー等が集まって働く場）を
対象として、54 の国内事例の調査を行い、
その類型化を行った。さらに、インタビュ
ー調査結果をテキストマイニング手法によ
り分析し（図 4）、求められる機能的・空間
的な要件を明らかにした。これより、「リラ
ックスした自由なコミュニケーション」、
「興味ある内容のイベント開催」、「見通し
と、周りの人の状況や個性の見えやすさ」
の重要性を確認した。 
 

 
図 4 インタビュー調査の共起ネットワーク分析 

 
(7)大部屋執務空間の集中スペースの設えが、

活動・心理に及ぼす影響実験 
大部屋型の執務空間における集中スペー

スの設えが、囲われ感、集中度合い、気持ち
の切り替えに及ぼす影響を見る実験を行っ
た。具体的には、床の高低差とキャノピーに
よる頭上囲い、背面、側面、正面のレイアウ
トの計 10 パタン（図 5）を用意して使用者へ
のアンケート調査とインタビュー調査によ
り、基礎的な影響を明らかにした。調査を通
して、1)気分転換が出来るような設え、2)自
分だけの空間を保ちながらも、周りの人に存
在が分かるような設えを持った集中スペー
スである方が好まれるという知見が得られ
た。 
 



 
図 5 集中スペースの実験パターン 

 
(8) 組織横断型ワークスタイルに求められ

る環境因子 
近年増加傾向にある組織横断型ワークス

タイルに求められる環境因子を探るために、
アンケート調査からその実態を分析した。ア
ンケートに用いた尺度としては、キャリアコ
ミットメント尺度、組織コミットメント尺
度、社内/外の人間関係の豊かさ、環境の重
要性（64 項目）である。環境項目の因子分
析から、ソロワーク環境としては、「連続性」、
「ワークスペース作業快適性」、「集中作業」、
「セキュリティ」の 4 因子を、グループワ
ーク環境としては、 「コラボレーション」、
「インフォーマルコミュニケーション」、
「会議室の利便性」、「イベントスペース」
抽出した。その他、居住性、業務支援、CI
の観点からも因子分析を行った。組織横断
型ワークスタイルを支援するためのオフィ
ス環境要件の分析からは、連続性因子、WS
作業快適性因子、インフォーマルコミュニ
ケーション因子、リフレッシュ因子、成果
共有因子、感性への刺激因子、CI の表現に
おいて、明確な違いが明らかになった。こ
れより、単なる処理作業のオフィスではな
く、「水平的でゆるやかなネットワーキング
のための空間」、「組織のプレゼンスを表現
するための媒体」、「知的刺激にあふれる創
造的業務の場」の重要性が示唆された。 
 
(9) フューチャーセッションのための環境

印象調査 
社会的知識創造において注目されている

フューチャーセッションを取り上げて調査
した。ファシリティーテータへのインタビュ
ー調査から、環境と意識と行動の仮説モデル
を提案した。また、９事例でのアンケート調
査と環境項目計測から、フューチャーセッシ
ョンの環境要件について分析した。 
 結果として、印象面では「オープンな」環
境の印象が、感情の開示を行うことに若干な
がらも貢献できる可能性が示唆された。また、
環境の要素としては「安心・安全性」が重要
であり、具体的には天井高と面積の適当さが
キーファクターとなることを確認した。 
 

 
図 6 フューチャーセッション事例の空間印象評価分析 

 
 
以上(1)～(9)を通して得られた成果は、既

往のオフィス研究では置き去りにされがち
な感性価値という視点から、経営面／活動面
での重要性を探ったものである。また、マー
ケティング分野で用いられる統計的手法に
加え、認知科学や評価工学の分野で用いられ
る工学的な手法（視線分析など）や建築計画
学で醸成されてきた観察調査を組み合わせ
ることで、多面的な知見が得られた。 
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